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そ
の
他
、
協
働
の
推
進
、
庁
舎

の
有
効
活
用
、
都
市
農
業
支
援
、

コ
ス
ト
削
減
意
識
の
徹
底
、
大
学
連

携
に
つ
い
て
等
、
多
方
面
か
つ
細
部

に
わ
た
り
、
慎
重
な
る
審
査
が
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果

　

�0
月
�5
日
に
質
疑
を
終
了
し
、
各

会
派
の
討
論
の
後
、
採
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
「
一
般

会
計
」「
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
」「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
」
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、

挙
手
多
数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
、
「
介
護
保
険
特
別
会
計
」

「
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
」
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
審
査

を
終
了
し
ま
し
た
。

（
討
論
の
要
旨
を
７
頁
に
掲
載
）

本
会
議
で
の
議
決
結
果

　

�0
月
23
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

高
山
延
之
委
員
長
が
、
本
特
別
委
員

会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
採
決
を
行
い
、
委
員
会
決
定

の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

ト
上
昇
し
ま
し
た
が
、
適
正
水
準
と

さ
れ
る
80
％
以
内
を
維
持
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
財
政
調
整
交
付
金
に
大

き
く
依
存
す
る
構
造
は
変
わ
ら
ず
、

引
き
続
き
積
極
的
な
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
に
つ

い
て
は
、
扶
助
費
を
含
む
義
務
的
経

費
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
抑
制
で
き
る
も
の
を
見
極
め
一

層
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
将
来
的
に
も
健
全
な
行
財
政

運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

主
な
質
疑
事
項

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
区
内
業
者

の
契
約
受
注
機
会
の
確
保
等
地
域
経

済
の
活
性
化
と
雇
用
促
進
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、
区
民

の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
様
々
な

施
策
に
対
し
て
区
は
、
区
民
感
覚
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
努
め
て
い

る
か
等
、
厳
し
い
経
済
情
勢
下
で
の

区
民
生
活
に
直
結
し
た
質
疑
が
多
く

の
委
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

危
機
管
理
の
分
野
で
は
、
火
災
報

知
器
の
設
置
助
成
、
地
域
防
災
、
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
危
機
管
理
体

制
等
に
関
し
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
健
・
福
祉
の
分
野
で
は
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
へ
の
取
り
組
み
や
施

設
の
あ
り
方
、
介
護
保
険
事
業
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
の
拡
充
、
保
育

所
等
の
待
機
児
童
解
消
対
策
、「
健

康
診
査
」「
予
防
接
種
」
等
の
健
康

推
進
施
策
等
に
関
し
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

環
境
の
分
野
で
は
、
太
陽
光
発
電

　

今
定
例
会
に
区
長
か
ら
、
平
成
20

年
度
「
一
般
会
計
」「
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
」「
介
護
保
険
特
別
会

計
」「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
」「
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
」

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
こ
の
議
案
を
審
査
す
る
た

め
、
９
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

�0
月
７
日
に
本
特
別
委
員
会
を
開

会
し
、
高
山
延
之
委
員
長
、
金
沢
美

矢
子
副
委
員
長
、
橋
本
ミ
チ
子
副
委

員
長
を
選
任
し
、
�0
月
�5
日
ま
で
に

６
日
間
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
の
概
要

　

平
成
20
年
度
予
算
は
、「『
こ
ど

も
・
環
境
・
治
安
』
三
つ
の
鍵
で
拓

こ
う
、
足
立
の
未
来
」
と
銘
打
ち
、

持
て
る
良
さ
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
子

ど
も
施
策
、
環
境
施
策
、
治
安
回
復

施
策
に
的
を
絞
り
編
成
、
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
で
２
千

393
億

749
万
９
千

836
円
、
歳
出
で
２
千

2�3
億

７
千

764
万
８
千

436
円
と
な
り
、
前
年

度
比
で
は
、
歳
入
は

�.4�
％
増
、
歳
出

は
2.79
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
会
計
決
算
で
は
、
実
質
収
支

は
82
億
８
千
万
円
の
黒
字
で
、
前
年

度
に
比
べ
約
５
億

300
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健

全
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

75.�
％
と
、
前
年
度
に
比
べ
0.2
ポ
イ
ン

平
成
20
年
度

各
会
計
決
算

平
成
20
年
度

各
会
計
決
算
決
算
特
別
委
員
会
で
の

審
査
と
本
会
議
の
議
決

シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
補
助
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

の
公
用
車
へ
の
活
用
等
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
向
け
た
事
業
の
取
り
組
み

に
関
し
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

土
木
・
都
市
整
備
の
分
野
で
は
、

道
路
整
備
や
再
開
発
事
業
等
の
進
捗
、

放
置
自
転
車
や
駐
輪
場
対
策
、
公
園

の
整
備
や
み
ど
り
の
推
進
、
景
観
形

成
等
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
の
分
野
で
は
、
新
学
習
指
導

要
領
に
よ
る
影
響
、
お
い
し
い
給
食

事
業
、
育
英
資
金
、
教
育
諸
課
題
へ

の
取
り
組
み
等
、
教
育
環
境
の
充
実

に
関
し
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決

算

の

概

要

主

な

質

疑

事

項

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果

本
会
議
で
の
議
決
結
果


